
鶴
岡
市
議
会

月
定
例

12

会
は
、

月

日
か
ら

11

29

12

月

日
ま
で
開
か
れ
ま

16
す
。上

程
さ
れ
る
議
案
は
、

補
正
予
算
５
件
、
条
例
２

件
、
事
件
９
件
の
計

件
16

で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
５
億
１
５
４
０
万
８

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
７
６
７
億
９
１
４
４

万
６
千
円
と
し
ま
す
。

こ
の
補
正
予
算
の
う

ち
、
原
油
価
格
・
物
価
高

騰
等
対
策
に
関
す
る
経
費

は
、

○
国
の
出
産
・
子
育
て
応

援
交
付
金
事
業
８
６
６
６

万
５
千
円
は
、
令
和
４
年

４
月
以
後
に
出
産
し
た
妊

婦
等
に

万
円
（
妊
娠
届

10

時

万
円
、
出
生
届
時
５

5
万
円
）
を
交
付
し
ま
す
。

○
市
独
自
の
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
事
業
４
３
０
２

万
９
千
円
は
、
１
世
帯
に

つ
き
５
０
０
０
円
相
当
の

交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
（
チ

ェ
リ
カ
）を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者
は
、県
事
業
（
高

校
生
以
下
の
子
ど
も
３
人

以
上
世
帯
）
を
除
く
児
童

手
当
受
給
世
帯
で
、
７
５

０
０
人
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

○
宿
泊
施
設
等
緊
急
支
援

事
業
５
５
０
０
万
円
は
、

固
定
資
産
税
相
当
額
の
４

分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。

○
市
の
公
共
施
設
等
に
係

る
燃
料
費
や
光
熱
費
の
増

額
が

事
業
２
億
２
９
４

14

１
万
８
千
円
で
、
そ
の
う

ち
小
中
学
校
管
理
運
営
事

業
８
５
９
１
万
円
、
先
端

研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理

運
営
事
業
３
６
２
０
万
７

千
円
、
市
役
所
各
庁
舎
に

係
る
庁
舎
管
理
業
務
３
４

９
９
万
２
千
円
な
ど
で

す
。そ

の
他
の
主
な
事
業
と

し
て
は
、

○
金
融
対
策
事
業
３
６
６

０
万
円
は
、
県
と
の
協
調

に
よ
る
産
業
立
地
促
進
資

金
貸
付
金
の
増
額
、

○
企
業
立
地
促
進
事
業
２

３
５
９
万
４
千
円
は
、
大

山
工
業
団
地
の
分
譲
に
係

る
用
地
取
得
助
成
金
、

○
小
中
学
校
大
規
模
改
修

事
業
４
１
１
０
万
２
千
円

は
、
櫛
引
西
小
学
校
と
第

五
中
学
校
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
改
修
工
事
費
で
す
。

○
病
院
事
業
会
計
の
補
正

額
４
億
６
４
７
７
万
２
千

円
は
、
診
療
内
容
の
高
度

化
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
検
査
対
応
に

伴
う
薬
品
や
、
診
療
材
料

費
の
増
額
、
及
び
病
院
施

設
等
に
係
る
光
熱
費
の
増

額
で
す
。

条
例
は
、

○
鶴
岡
市
個
人
情
報
保
護

法
施
行
条
例
の
制
定
は
、

個
人
情
報
保
護
法
の
改
正

に
よ
り
、
社
会
全
体
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
、
自

治
体
で
異
な
る
取
扱
い

が
、
法
の
範
囲
内
で
規
定

す
る
も
の
と
さ
れ
、
現
行

条
例
を
廃
止
し
、
改
め
て

法
の
施
行
に
必
要
な
事
項

を
定
め
ま
す
。

開
示
文
書
に
含
ま
れ
る

公
務
員
の
氏
名
は
原
則
開

示
等
が
あ
り
ま
す
。

○
地
方
公
務
員
法
の
一
部

改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
は
、
職
員
の
定
年
延

長
に
伴
い
、
定
年
退
職
と

な
る
年
齢
を
令
和
５
年
度

か
ら

年
度
に
か
け
て
、

14

段
階
的
に

歳
か
ら

歳

60

65

ま
で
引
き
上
げ
ま
す
。

給
与
月
額
を
従
前
の
７

割
程
度
と
し
ま
す
。

契
約
は
、

○
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
排
水
管
整
備
工
事
委
託

契
約
は
、
契
約
額

億
７

23

３
７
０
万
円
を
、

億
６

14

０
９
８
万
９
２
０
０
円
に

減
額
変
更
し
ま
す
。

財
産
の
取
得
は
、

○
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
更

新
２
４
４
２
万
円
は
、
三

瀬
地
区
配
備
車
両
の
更
新

で
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定

は
、

施
設
７
件
で
、
公

42

募
な
し
に
従
前
の
指
定
管

理
者
に
指
定
し
ま
す
。
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物
価
高
か
ら
暮
ら
し
と
営
業
を
守
る
。

②
学
校
給
食
無
償
化
と
高
校
卒
業
ま
で

の
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
な
ど
子
育
て

支
援
。

③
憲
法
と
平
和
を
守
り
軍
事
費
削
っ
て

暮
ら
し
に
回
す
。

以
上
３
つ
の
課
題
に
力
を
入
れ
る
。

加
え
て
、
議
会
の
あ
り
方
を
正
す
。

そ
し
て
こ
れ
ら
を
進
め
る
た
め
に
共

産
党
の
２
議
席
が
ど
う
し
て
も
必
要
。

端
折
っ
て
色
々
と
言
い
落
と
し
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
今
後
、
県
政
報
告
、

つ
ど
い
、
街
頭
宣
伝
な
ど
で
し
っ
か
り

ご
報
告
し
て
参
り
ま
す
。

参
加
し
た
方
々
か
ら
、
暖
か
い
激
励

の
お
言
葉
を
数
々
頂
き
、
大
変
励
み
に

な
り
ま
し
た
。

益
々
頑
張
っ
て
い
く
決
意
で
す
。

（
県
議

関

徹
）

日
に
演

19
説
会
に
お
い

で
頂
い
た
皆

さ
ま
、
成
功

を
祈
念
し
て

下
さ
っ
た
皆

さ
ま
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
か
ら
は
以
下
の
よ
う
な
お
話
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

「
県
民
の
暮
ら
し
最
優
先
」
を
掲
げ

る
吉
村
知
事
に
、
暮
ら
し
を
守
る
具
体

策
を
提
案
し
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

施
策
も
含
め
て
様
々
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

し
か
し
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
異
常
な

物
価
高
騰
が
加
わ
っ
て
県
民
生
活
の
危

機
で
あ
り
、

①
新
コ
ロ
ナ
か
ら
命
と
健
康
を
守
る
、

議
会
に
対
す
る
市
の
主

要
事
項
説
明
会
が

日
開

17

か
れ
ま
し
た
。

今
月
２
日
予
定
さ
れ
て

い
た
加
茂
水
族
館
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
工
事
入
札
が
、
入

札
参
加
を
表
明
し
て
い
た

５
つ
の
Ｊ
Ｖ
全
て
、
入
札

辞
退
と
な
り
ま
し
た
。

建
築
資
材
の
高
騰
等

で
、
市
が
設
計
し
た
工
事

予
定
価
格
と
、
業
者
の
見

積
価
格
と
の
乖
離
が
大
き

か

い

り

く
、
市
は
今
後
精
査
し
て

関
係
者
と
協
議
し
、
発
注

計
画
や
完
成
時
期
を
見
直

す
と
し
て
い
ま
す
。

新
産
業
団
地
に
つ
い

て
、
企
業
立
地
が
進
み
、

分
譲
で
き
る
工
場
用
地
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
開
発
規
模
を
最
大

㌶
想
定
し
、
候
補
地
の

30地
権
者
等
に
対
す
る
説
明

会
を
、

月
に
開
催
す
る

12

と
し
て
い
ま
す
。



２
０
１
２
年
の
地
方
自

治
法
改
正
で
、
「
政
務
調

査
費
」
か
ら
「
政
務
活
動

費
」
に
使
用
を
拡
大
さ
れ

た
理
由
に
、
議
会
と
議
員

活
動
の
強
化
が
あ
り
、
そ

の
一
つ
が
地
方
政
治
レ
ベ

ル
の
政
党
活
動
の
活
性
化

が
あ
る
。

そ
れ
ま
で
出
来
な
か
っ

た
県
議
会
、
国
会
議
員
、

省
庁
へ
の
要
望
や
陳
情
活

動
に
充
当
が
可
能
に
な
っ

た
こ
と
は
、
政
党
を
通
じ

た
パ
イ
プ
の
必
要
性
を
認

め
、
及
び
会
派
の
会
議
に

も
充
当
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
、
「
会
派
＝

政
党
」
の
関
係
が
一
定
程

度
成
立
し
て
い
る
も
と

で
、
政
党
の
政
策
論
議
の

重
要
性
を
法
律
が
認
め
た

と
解
釈
さ
れ
て
い
る
（
２

０
２
０
年
度
日
本
行
政
学

会
研
究
会
分
科
会
Ｄ
１

「
地
方
議
会
と
行
政
」
）。

要
す
る
に
、
地
方
議
会

で
の
政
党
の
役
割
を
積
極

視
す
る
も
の
だ
っ
た
。

今
は
「
政
党
政
治
」
で

あ
り
、
議
会
・
議
員
活
動

と
政
党
活
動
は
渾
然
一
体

の
も
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
市
町
村
議
長
会

の
通
知
で
も
「
政
務
調
査

活
動
と
他
の
活
動
が
渾
然

一
体
と
な
っ
て
い
る
・
・

実
績
に
応
じ
た
按
分
が
必

要
・
・
区
分
が
困
難
な
場

合
は
２
分
の
１
」
と
の
見

解
も
示
し
て
い
る
。

鶴
岡
市
議
会
の
政
務
活

動
費
検
討
会
は
、
「
政
党

活
動
否
定
」
の
印
象
さ
え

受
け
る
。

政
党
の
政
策
や
理
念

も
、
市
政
政
策
と
切
り
離

せ
な
い
も
の
だ
ろ
う
。

だ
と
す
れ
ば
従
来
通

り
、
政
党
に
関
す
る
記
事

は
会
派
会
計
で
持
ち
、
議

会
関
係
は
政
務
活
動
費
で

負
担
す
る
、「
按
分
方
式
」

に
す
れ
ば
い
い
だ
け
の
こ

と
で
は
な
い
か
。

政
党
の
会
派
が
発
行
す

る
議
員
活
動
や
議
会
の
報

告
に
、
政
党
活
動
を
絶
対

載
せ
る
な
、
と
主
張
す
る

の
は
、
「
政
党
政
治
」
を

全
く
理
解
し
て
い
な
い
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

「
新
つ
る
お
か
」
の
「
題

字
下
の
記
載
」
は
こ
れ
ま

で
、
議
会
事
務
局
や
監
査

の
指
摘
も
な
く
、
歴
代
議

長
も
認
め
て
き
た
も
の

だ
。請

求
者
は
、
こ
の
こ
と

を
「
不
正
」
で
あ
る
か
の

よ
う
に
言
い
立
て
、
審
査

請
求
す
る
と
い
う
乱
暴
な

や
り
方
を
お
こ
な
っ
た
。

党
市
議
団
は
、
日
本
共

産
党
の
公
認
を
受
け
、
政

党
所
属
を
明
確
に
し
て
立

候
補
し
当
選
し
て
い
る
。

党
議
員
団
の
発
行
す
る

議
会
報
告
に
、
山
形
県
や

東
北
を
担
当
す
る
県
・
国

の
議
員
の
氏
名
、
連
絡
先

を
掲
載
す
る
の
は
、
市
民

の
政
治
参
加
・
要
望
実
現

の
た
め
に
も
必
要
だ
し
、

当
然
だ
と
私
は
考
え
る
。

政
党
活
動
の
記
載
を
否

定
せ
ず
、
紙
面
、
経
費
の

割
合
に
応
じ
て
按
分
す
れ

ば
い
い
し
、
そ
れ
が
政
策

論
議
を
活
性
化
さ
せ
る
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。さ

ら
に
法
改
正
で
、
議

長
が
政
務
活
動
費
の
使
途

の
透
明
性
を
確
保
す
る
よ

う
努
め
る
こ
と
も
加
え
ら

れ
た
。

「
新
つ
る
お
か
」
は
ネ

ッ
ト
に
公
開
さ
れ
、
い
つ

で
も
閲
覧
で
き
る
。

請
求
者
が
、
党
議
員
４

人
の
名
前
を
挙
げ
て
一
人

一
人
に
不
正
が
あ
っ
た
と

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
。

倫
理
審
査
請
求
は
議
員

個
人
に
し
か
で
き
な
い
。

請
求
者
は
、
会
派
広
報

費
の
問
題
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
党
議
員
の
４
人

が
あ
た
か
も
共
謀
し
て
不

正
を
働
い
た
か
の
よ
う
に

描
か
ざ
る
を
得
な
い
の

だ
。新

政
ク
ラ
ブ
の
よ
う
な

「
家
族
の
医
療
機
関
受
診

の
交
通
費
」
、「
自
ら
出
演

す
る
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
ま

で
の
交
通
費
」
、「
公
務
の

費
用
弁
償
と
の
二
重
請

求
」
と
い
っ
た
具
体
的
な

事
例
は
何
も
な
い
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
新
政

ク
ラ
ブ
が
政
倫
審
違
反

で
、
本
会
議
場
で
の
謝
罪

や
役
職
辞
任
を
「
さ
せ
ら

れ
た
」
こ
と
へ
の
報
復
じ

ゃ
な
い
か
と
見
ら
れ
て
も

仕
方
あ
る
ま
い
。

「
今
回
の
一
連
の
経
緯
」

の
表
現
で
、
具
体
的
な
行

為
、
事
例
も
示
せ
ず
、
議

員
に
倫
理
審
査
請
求
を
行

っ
た
請
求
者
３
人
の
方

が
、
政
治
倫
理
に
反
し
て

は
い
な
い
の
か
「
指
摘
」

し
て
お
き
た
い
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
11月17日入札分

・山荒川１号線道路改良工事（羽黒町荒川地内）（入札1業者）
(有)すずき 3,000,000円（3,090,000円）

工期～5/3/10（落札率97.09％）

教育委員会管理課入札結果（ ）内は予定価格
11月17日入札分

・市立鶴岡第三中学校受変電設備改修工事（城南町25番1号）
（入札7業者）
(株)システムコントロール 5,060,000円（5,330,000円）

工期～5/2/28（落札率94.93％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
11月18日入札分

・平形橋径200粍橋梁添架管更新工事（平形地内）（入札8業
者）
森建設工業(株) 58,700,000円（59,930,000円）

工期～5/3/31（落札率97.95％）

共産党市議団の12月議会質問予定

鶴岡市ＨＰからネットでも視聴できます

※開会時刻は10：00です。

１１月２９日(火)総括質問

■長谷川剛議員

①新型コロナ対策について

②原油価格・物価高騰対策について

③第２次市総合計画実施計画について

④市個人情報保護法について

１２月１日(木)一般質問（党市議団10:00頃予定）

■加藤鉱一議員

①小中一貫教育について

②新学校給食センターについて

■坂本昌栄議員

①男女共同参画について

②小中学校への生理用品

の配置について

③学校給食費無償化、子ども医療費無料

化について

■菅井 巌議員

①土地・建物の相続問題について

②介護予防・認知症予防、補聴器助成につ

いて

③大山の「新民館」について

■長谷川剛議員

①国保税の傷病手当金と、子ども均等割の廃止について

②国保税県内統一による影響について


